
(57)【要約】

【課題】画素電極のエッジ部分を囲う絶縁膜の表面に凹

凸または溝を形成し、絶縁膜上のパーチクルによる暗点

不良を防止できる有機電界発光表示装置を提供する。

【解決手段】基板１００上に形成された下部電極１６０

と、下部電極１６０の一部分を露出させる開口部１７５

を備えた絶縁膜１７０と、開口部１７５により露出され

た下部電極１６０上に形成された有機膜層１８０と、基

板１００上に形成された上部電極１９０とを備え、絶縁

膜１７０は、その表面は、溝または凹凸１７７を備える

有機電界発光表示装置であり、該溝または凹凸１７７は

、絶縁膜１７０の表面のうち、開口部１７５のエッジ１

７５ａに隣接した一部分に形成されるか、または開口部

１７５のエッジ１７５ａに隣接した部分を除外した全表

面にわたって形成され、該溝または凹凸１７７は、絶縁

膜の表面がスクラッチまたはブラッシングされて形成さ

れるか、または絶縁膜１７０が一定厚さほどエッチング

されて形成される。

【選択図】図６Ｂ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た 下 部 電 極 と 、
　 前 記 下 部 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 備 え た 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 開 口 部 に よ り 露 出 さ れ た 下 部 電 極 上 に 形 成 さ れ た 有 機 膜 層 と 、
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た 上 部 電 極 と を 備 え 、
　 前 記 絶 縁 膜 は 、 そ の 表 面 に 凹 凸 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 絶 縁 膜 は 、 画 素 分 離 膜 、 平 坦 化 膜 及 び 保 護 膜 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 凹 凸 は 、 絶 縁 膜 の 表 面 の う ち 前 記 開 口 部 の エ ッ ジ に 隣 接 し た 一 部 分 に 形 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 凹 凸 は 、 絶 縁 膜 の 表 面 の う ち 前 記 開 口 部 の エ ッ ジ 部 分 を 除 外 し た 全 表 面 に わ た っ て
形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 凹 凸 は 、 絶 縁 膜 の 表 面 が ス ク ラ ッ チ さ れ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 凹 凸 は 、 絶 縁 膜 の 表 面 が ブ ラ ッ シ ン グ さ れ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た 下 部 電 極 と 、
　 前 記 下 部 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 備 え た 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 開 口 部 に よ り 露 出 さ れ た 下 部 電 極 上 に 形 成 さ れ た 有 機 膜 層 と 、
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た 上 部 電 極 と を 備 え 、
　 前 記 絶 縁 膜 は 、 そ の 表 面 に 溝 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 絶 縁 膜 は 、 画 素 分 離 膜 、 平 坦 化 膜 及 び 保 護 膜 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ７ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 溝 は 、 前 記 絶 縁 膜 の 表 面 の う ち 前 記 開 口 部 の エ ッ ジ に 隣 接 し た 一 部 分 に 形 成 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 溝 は 、 前 記 絶 縁 膜 の 表 面 の う ち 前 記 開 口 部 の エ ッ ジ 部 分 を 除 外 し た 全 表 面 に わ た っ
て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 溝 は 、 絶 縁 膜 の 表 面 が ス ク ラ ッ チ さ れ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記
載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 溝 は 、 絶 縁 膜 の 表 面 が ブ ラ ッ シ ン グ さ れ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に
記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 少 な く と も ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 を 備 え る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 の う ち 一 つ を 露 出
さ せ る ビ ア ホ ー ル を 備 え る 第 １ 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 ビ ア ホ ー ル を 介 し て 前 記 ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 の
う ち １ つ の 電 極 に 連 結 さ れ る 画 素 電 極 と 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 画 素 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 備 え る 第 ２
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絶 縁 膜 と 、
　 前 記 露 出 さ れ た 画 素 電 極 上 に 形 成 さ れ た 有 機 膜 層 と 、
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た 上 部 電 極 と を 備 え 、
　 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 は 、 そ の 表 面 に 凹 凸 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ 絶 縁 膜 は 、 保 護 膜 と 平 坦 化 膜 と か ら 選 択 さ れ 、 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 は 、 画 素 分 離 膜
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 凹 凸 は 、 第 ２ 絶 縁 膜 の 表 面 の う ち 前 記 開 口 部 の エ ッ ジ に 隣 接 し た 一 部 分 に 形 成 さ れ
る か 、 ま た は 前 記 開 口 部 の エ ッ ジ 部 分 を 除 外 し た 全 表 面 に わ た っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 凹 凸 は 、 第 ２ 絶 縁 膜 の 表 面 が ス ク ラ ッ チ さ れ て 形 成 さ れ る か 、 ま た は ブ ラ ッ シ ン グ
さ れ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 少 な く と も ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 を 備 え る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 の う ち 一 つ を 露 出
さ せ る ビ ア ホ ー ル を 備 え る 第 １ 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 ビ ア ホ ー ル を 介 し て 前 記 ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 の
う ち １ つ の 電 極 に 連 結 さ れ る 画 素 電 極 と 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 画 素 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 備 え る 第 ２
絶 縁 膜 と 、
　 前 記 露 出 さ れ た 画 素 電 極 上 に 形 成 さ れ た 有 機 膜 層 と 、
　 基 板 上 に 形 成 さ れ た 上 部 電 極 と を 備 え 、
　 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 は 、 そ の 表 面 に 溝 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ 絶 縁 膜 は 、 保 護 膜 と 平 坦 化 膜 と か ら 選 択 さ れ 、 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 は 、 画 素 分 離 膜
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 溝 は 、 第 ２ 絶 縁 膜 の 表 面 の う ち 前 記 開 口 部 の エ ッ ジ に 隣 接 し た 部 分 に 形 成 さ れ る か
、 ま た は 前 記 開 口 部 の エ ッ ジ 部 分 を 除 外 し た 全 表 面 に わ た っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 凹 凸 は 、 第 ２ 絶 縁 膜 の 表 面 が ス ク ラ ッ チ さ れ て 形 成 さ れ る か 、 ま た は ブ ラ ッ シ ン グ
さ れ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 に 係 り 、 さ ら に 具 体 的 に は 、 画 素 電 極 の エ ッ ジ 部 分 を
覆 っ て い る 絶 縁 膜 の 表 面 に 凹 凸 が 形 成 さ れ た 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 （ Ａ Ｍ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） は 、 基 板 上
に 多 数 の 画 素 が 配 列 さ れ 、 各 画 素 は 、 少 な く と も １ つ の ス イ ッ チ ン グ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
１ つ の 駆 動 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 キ ャ パ シ タ 、 及 び 有 機 電 界 発 光 素 子 を 備 え る 。 有 機 電 界 発
光 素 子 は 、 画 素 分 離 膜 に よ り エ ッ ジ 部 分 が 覆 わ れ た 画 素 電 極 の 下 部 電 極 、 カ ソ ー ド 電 極 の
上 部 電 極 、 及 び 前 記 上 下 部 電 極 間 に 介 在 さ れ た 発 光 層 を 含 む 有 機 膜 層 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 電 界 発 光 素 子 は 、 仕 事 関 数 の 大 き い ア ノ ー ド 電 極 と 仕 事 関 数 が 相 対 的 に 小 さ い カ ソ
ー ド 電 極 と に 所 定 の バ イ ア ス を 外 部 か ら 印 加 す れ ば 、 ア ノ ー ド 電 極 か ら 正 孔 、 カ ソ ー ド 電
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極 か ら 電 子 が 発 光 層 に 注 入 さ れ 、 発 光 層 に 注 入 さ れ た 電 子 と 正 孔 と の 再 結 合 に よ り 所 定 色
の 光 を 放 出 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 か か る 有 機 電 界 発 光 素 子 に お い て 、 発 光 層 か ら 発 光 さ れ る 光 の 発 光 効 率 は 、 ア ノ ー ド 電
極 と ア ノ ー ド 電 極 上 に 形 成 さ れ る 有 機 膜 層 間 の 界 面 特 性 に 大 き く 依 存 し 、 発 光 効 率 は 、 素
子 の 寿 命 に 影 響 を 及 ぼ す 。 有 機 電 界 発 光 素 子 の 発 光 効 率 を 向 上 さ せ る た め の 多 様 な 方 法 が
試 み ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 ア ノ ー ド 電 極 の Ｉ Ｔ Ｏ 膜 の 表 面 を Ｓ Ｆ プ ラ ズ マ で 処 理 し 、 ア ノ ー ド 電
極 と 有 機 膜 層 と の 界 面 特 性 を 向 上 さ せ た 有 機 発 光 素 子 の 製 造 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 一 方
、 特 許 文 献 ２ に は 、 酸 素 イ オ ン ま た は 電 子 を 利 用 し て Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を 表 面 処 理 し 、 ア ノ ー ド 電
極 と 有 機 膜 層 と の 界 面 特 性 を 向 上 さ せ た 電 荷 注 入 型 発 光 素 子 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 の 画 素 分 離 膜 を 形 成 す る 方 法 は 、 図 １ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 基 板 １ １ 上 に 画 素
分 離 膜 の た め の 絶 縁 膜 １ ５ を 蒸 着 し 、 画 素 電 極 １ ３ の 一 部 分 が 露 出 さ れ る よ う に 写 真 エ ッ
チ ン グ 工 程 を 介 し て 前 記 絶 縁 膜 １ ５ を エ ッ チ ン グ し て 開 口 部 １ ６ を 形 成 し た 。 画 素 分 離 膜
の 形 成 工 程 後 、 画 素 分 離 膜 １ ５ の 表 面 に 残 っ て い る パ ー チ ク ル １ ９ は 、 ガ ラ ス 基 板 の 移 送
中 ま た は 有 機 膜 を 蒸 着 す る た め の マ ス ク と の ア ラ イ ン メ ン ト 動 作 時 に 、 開 口 部 １ ６ 内 の 画
素 電 極 １ ３ の 表 面 に 移 動 す る 。 表 面 に パ ー チ ク ル １ ９ が 吸 着 さ れ た 画 素 電 極 １ ３ 上 に 有 機
膜 を 蒸 着 さ せ れ ば 、 素 子 駆 動 時 に 画 素 電 極 の 表 面 に 付 着 さ れ た パ ー チ ク ル が 抵 抗 体 と し て
作 用 し て 電 流 が 集 中 し 、 こ れ に よ っ て 暗 点 の よ う な 不 良 が 発 生 す る と い う 問 題 点 が あ っ た
。
【 特 許 文 献 １ 】 韓 国 特 許 公 開 第 ２ ０ ０ １ － ０ ０ ５ ７ １ ２ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ３ ３ ４ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で あ り 、 画 素 電 極 の エ
ッ ジ 部 分 を 囲 う 絶 縁 膜 の 表 面 に 凹 凸 ま た は 溝 を 形 成 し 、 パ ー チ ク ル に よ る 暗 点 不 良 を 防 止
で き る 有 機 電 界 発 光 表 示 装 置 （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た 下 部 電 極 と 、 前 記 下 部 電 極
の 一 部 分 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 備 え た 絶 縁 膜 と 、 前 記 開 口 部 に よ り 露 出 さ れ た 下 部 電 極 上
に 形 成 さ れ た 有 機 膜 層 と 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た 上 部 電 極 と を 備 え 、 前 記 絶 縁 膜 は 、 そ の 表
面 に 凹 凸 を 備 え る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た 下 部 電 極 と 、 前 記 下 部 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る
開 口 部 を 備 え た 絶 縁 膜 と 、 前 記 開 口 部 に よ り 露 出 さ れ た 下 部 電 極 上 に 形 成 さ れ た 有 機 膜 層
と 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た 上 部 電 極 と を 備 え 、 前 記 絶 縁 膜 は 、 そ の 表 面 に 溝 を 備 え る Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ を 提 供 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 絶 縁 膜 は 、 画 素 分 離 膜 、 平 坦 化 膜 及 び 保 護 膜 か ら 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 溝 ま た は 凹 凸 は 、 前 記 絶 縁 膜 の 表 面 の う ち 前 記 開 口 部 の エ ッ ジ に 隣 接 し た 一 部 分 に
形 成 さ れ る か 、 ま た は 前 記 絶 縁 膜 の 表 面 の う ち 前 記 開 口 部 の エ ッ ジ 部 分 を 除 外 し た 全 表 面
に わ た っ て 形 成 さ れ る 。 前 記 溝 ま た は 凹 凸 は 、 絶 縁 膜 の 表 面 が ス ク ラ ッ チ さ れ て 形 成 さ れ
る か 、 ま た は 絶 縁 膜 の 表 面 が ブ ラ ッ シ ン グ さ れ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 少 な く と も ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 を 備 え る 薄 膜
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ト ラ ン ジ ス タ と 、 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 の
う ち 一 つ を 露 出 さ せ る ビ ア ホ ー ル を 備 え る 第 １ 絶 縁 膜 と 、 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ 、
前 記 ビ ア ホ ー ル を 介 し て 前 記 ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 の う ち １ つ の 電 極 に 連 結 さ れ る 画 素
電 極 と 、 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 画 素 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 備 え
る 第 ２ 絶 縁 膜 と 、 前 記 露 出 さ れ た 画 素 電 極 上 に 形 成 さ れ た 有 機 膜 層 と 、 基 板 上 に 形 成 さ れ
た 上 部 電 極 と を 備 え 、 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 は 、 そ の 表 面 に 凹 凸 を 備 え る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 提 供 す る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 少 な く と も ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 を 備 え る 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ と 、 基 板 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 の
う ち 一 つ を 露 出 さ せ る ビ ア ホ ー ル を 備 え る 第 １ 絶 縁 膜 と 、 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ 、
前 記 ビ ア ホ ー ル を 介 し て 前 記 ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 の う ち １ つ の 電 極 に 連 結 さ れ る 画 素
電 極 と 、 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 画 素 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 備 え
る 第 ２ 絶 縁 膜 と 、 前 記 露 出 さ れ た 画 素 電 極 上 に 形 成 さ れ た 有 機 膜 層 と 、 基 板 上 に 形 成 さ れ
た 上 部 電 極 と を 備 え 、 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 は 、 そ の 表 面 に 溝 を 備 え る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ を 提 供 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 第 １ 絶 縁 膜 は 、 保 護 膜 と 平 坦 化 膜 と か ら 選 択 さ れ 、 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 は 、 画 素 分 離 膜
を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 凹 凸 ま た は 溝 は 、 第 ２ 絶 縁 膜 の 表 面 の う ち 前 記 開 口 部 の エ ッ ジ に 隣 接 し た 一 部 分 に
形 成 さ れ る か 、 ま た は 前 記 開 口 部 の エ ッ ジ 部 分 を 除 外 し た 全 表 面 に わ た っ て 形 成 さ れ る 。
前 記 凹 凸 ま た は 溝 は 、 第 ２ 絶 縁 膜 の 表 面 が ス ク ラ ッ チ さ れ る か 、 ま た は ブ ラ ッ シ ン グ さ れ
て 形 成 さ れ る か 、 ま た は 絶 縁 膜 が 一 定 厚 さ ほ ど エ ッ チ ン グ さ れ て 形 成 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ り 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の よ う な 平 板 表 示 素 子 で 、 有 機 膜 上 に 存 在 す る パ ー チ ク ル な ど
が 開 口 部 内 の 画 素 電 極 に 移 動 す る こ と を 防 止 し 、 表 示 素 子 の 長 寿 命 化 を 図 る こ と が 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 画 素 電 極 の エ ッ ジ 部 分 を
囲 う よ う に 形 成 さ れ る 画 素 分 離 膜 の 表 面 に 凹 凸 ま た は 溝 を 形 成 し て 画 素 分 離 膜 上 に 存 在 す
る パ ー チ ク ル が 開 口 部 内 の 画 素 電 極 に 移 動 す る こ と を 防 止 で き る 。 こ れ で 暗 点 の よ う な 不
良 を 防 止 し て 寿 命 を 延 長 さ せ る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 添 付 さ れ た 図 面 を 参 照 し て 説 明 す れ ば 、 次 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ Ａ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 断 面 図 を 図 示 し た 図 面 で あ る 。 図 ２
Ｂ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 平 面 図 を 図 示 し た 図 面 で あ る 。 図 ２ Ａ は 、
図 ２ Ｂ の Ｉ Ｉ Ａ － Ｉ Ｉ Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ り 、 図 ２ Ｂ の 複 数 の 画 素 電 極 の う ち １ つ の
画 素 電 極 に つ い て 図 示 し た 図 面 で あ る 。 図 ２ Ａ 及 び 図 ２ Ｂ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の う ち 下 部 電 極 の
ア ノ ー ド 電 極 と 前 記 ア ノ ー ド 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 備 え る 絶 縁 膜 に 限 定 し て
図 示 し た 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ Ａ 及 び 図 ２ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 基 板 ２ １ 上 に 画 素 電 極 と し て ア ノ ー ド 電 極 ２ ３ が 形 成
さ れ 、 前 記 ア ノ ー ド 電 極 ２ ３ の エ ッ ジ 部 分 を 囲 う よ う に 、 開 口 部 ２ ６ を 備 え る 絶 縁 膜 ２ ５
が 形 成 さ れ る 。 前 記 絶 縁 膜 ２ ５ は 、 そ の 表 面 の う ち 一 部 分 ２ ５ ａ に 、 凹 凸 ２ ７ ａ を 備 え る
。 好 ま し く は 、 前 記 絶 縁 膜 ２ ５ は 、 そ の 表 面 の う ち 開 口 部 ２ ６ の エ ッ ジ ２ ６ ｂ に 隣 接 す る
部 分 ２ ５ ａ に 凹 凸 ２ ７ ａ を 備 え る 。 前 記 凹 凸 ２ ７ ａ は 、 開 口 部 ２ ６ の エ ッ ジ ２ ６ ｂ を 囲 う
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よ う に 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 開 口 部 ２ ６ の エ ッ ジ と い う の は 、 絶 縁 膜 ２ ５ の 上 面 の 開 口 部
エ ッ ジ ２ ６ ｂ を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 絶 縁 膜 ２ ５ に 形 成 さ れ る 凹 凸 ２ ７ ａ は 、 絶 縁 膜 に パ ー チ ク ル ２ ９ が 吸 着 さ れ う る 絶
縁 膜 ２ ５ の 表 面 積 を 拡 大 さ せ る た め に 、 小 さ け れ ば 小 さ い ほ ど 望 ま し い 。 ま た 、 凹 凸 ２ ７
ａ は 、 絶 縁 膜 ２ ５ の 表 面 内 の パ ー チ ク ル が 開 口 部 ２ ６ 内 に 移 動 す る こ と を 防 止 す る た め に
形 成 さ れ る も の で あ る の で 、 絶 縁 膜 ２ ５ の 表 面 の う ち 開 口 部 ２ ６ の エ ッ ジ ２ ６ ｂ に 隣 接 し
て 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 前 記 画 素 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る た め の 開 口 部 を 備 え 、 開 口
部 エ ッ ジ に 隣 接 し た 表 面 に 凹 凸 を 備 え る 絶 縁 膜 は 、 画 素 分 離 膜 、 平 坦 化 膜 及 び 保 護 膜 か ら
選 択 さ れ る 有 機 絶 縁 膜 を 含 み 、 一 層 以 上 の 多 層 膜 を 備 え る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ Ａ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 断 面 図 を 図 示 し た 図 面 で あ る 。 図 ３
Ｂ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 平 面 図 を 図 示 し た 図 面 で あ る 。 図 ３ Ａ は 、
図 ３ Ｂ の Ｉ Ｉ Ｉ Ａ － Ｉ Ｉ Ｉ Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ り 、 図 ３ Ｂ の 複 数 の 画 素 電 極 の う ち １
つ の 画 素 電 極 に つ い て 図 示 し た 図 面 で あ る 。 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の う ち 下 部 電
極 の ア ノ ー ド 電 極 と 前 記 ア ノ ー ド 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 備 え る 絶 縁 膜 に 限 定
し て 図 示 し た 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ Ａ 及 び 図 ３ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 基 板 ２ １ 上 に 画 素 電 極 と し て ア ノ ー ド 電 極 ２ ３ が 形 成
さ れ 、 前 記 ア ノ ー ド 電 極 ２ ３ の エ ッ ジ 部 分 を 囲 う よ う に 開 口 部 ２ ６ を 備 え る 絶 縁 膜 ２ ５ が
形 成 さ れ る 。 前 記 絶 縁 膜 ２ ５ は 、 そ の 表 面 の う ち 開 口 部 ２ ６ の 側 面 ２ ６ ａ と エ ッ ジ ２ ６ ｂ
を 除 外 し た 全 表 面 に わ た っ て 形 成 さ れ た 凹 凸 ２ ７ ｂ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 絶 縁 膜 ２ ５ に 形 成 さ れ る 凹 凸 ２ ７ ｂ は 、 絶 縁 膜 に パ ー チ ク ル ２ ９ が 吸 着 さ れ う る 絶
縁 膜 ２ ５ の 表 面 積 を 拡 大 さ せ る た め に 、 小 さ け れ ば 小 さ い ほ ど 望 ま し い 。 本 発 明 の 実 施 形
態 で は 、 前 記 画 素 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る た め の 開 口 部 を 備 え 、 開 口 部 の 側 面 ２ ６ ａ を
除 外 し た そ の 全 表 面 に わ た っ て 形 成 さ れ た 凹 凸 ２ ７ ｂ を 備 え る 絶 縁 膜 は 、 画 素 分 離 膜 、 平
坦 化 膜 及 び 保 護 膜 か ら 選 択 さ れ る 有 機 絶 縁 膜 を 含 み 、 一 層 以 上 の 多 層 膜 を 備 え る こ と も あ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 画 素 電 極 の エ ッ ジ 部 分 を 囲 う よ う に 開 口 部 を 備
え る 絶 縁 膜 の 表 面 に 、 凹 凸 を 備 え て 絶 縁 膜 上 の パ ー チ ク ル を 吸 着 さ せ る こ と に よ り 、 基 板
移 送 中 ま た は 蒸 着 マ ス ク と の ア ラ イ ン メ ン ト 時 に 、 絶 縁 膜 上 の パ ー チ ク ル ２ ９ が 開 口 部 内
の 画 素 電 極 に 移 動 す る こ と を 防 止 す る 。 こ れ に よ り 、 後 続 工 程 で 形 成 さ れ る 有 機 膜 層 と 画
素 電 極 と の 界 面 特 性 が 改 善 さ れ て 暗 点 の よ う な 不 良 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ Ａ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 断 面 図 を 図 示 し た 図 面 で あ る 。 図 ４
Ｂ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 平 面 図 を 図 示 し た 図 面 で あ る 。 図 ４ Ａ は 、
図 ４ Ｂ の Ｉ Ｖ Ａ － Ｉ Ｖ Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ り 、 図 ４ Ｂ の 複 数 の 画 素 電 極 の う ち １ つ の
画 素 電 極 に つ い て 図 示 し た 図 面 で あ る 。 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の う ち 下 部 電 極 の
ア ノ ー ド 電 極 と 前 記 ア ノ ー ド 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 備 え る 絶 縁 膜 に 限 定 し て
図 示 し た 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ Ａ 及 び 図 ４ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 基 板 ３ １ 上 に 画 素 電 極 と し て ア ノ ー ド 電 極 ３ ３ が 形 成
さ れ 、 前 記 ア ノ ー ド 電 極 ３ ３ の エ ッ ジ 部 分 を 囲 う よ う に 開 口 部 ３ ６ を 備 え る 絶 縁 膜 ３ ５ が
形 成 さ れ る 。 前 記 絶 縁 膜 ３ ５ は 、 そ の 表 面 に 溝 ３ ７ ａ を 備 え る 。 前 記 絶 縁 膜 ３ ５ の 表 面 の
う ち 、 開 口 部 ３ ６ の エ ッ ジ に 隣 接 す る 部 分 に 溝 ３ ７ ａ を 備 え る 。 こ こ で 、 開 口 部 ３ ６ の エ
ッ ジ と い う の は 、 絶 縁 膜 ３ ５ の 上 面 の 開 口 部 エ ッ ジ ３ ６ ｂ を 意 味 す る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の と き 、 前 記 絶 縁 膜 ３ ５ に 形 成 さ れ る 溝 ３ ７ ａ は 、 絶 縁 膜 ３ ５ の 表 面 内 の パ ー チ ク ル
が 開 口 部 ３ ６ 内 に 移 動 す る こ と を 防 止 す る た め に 形 成 さ れ る も の で あ る の で 、 絶 縁 膜 ３ ５
の 表 面 の う ち 開 口 部 ３ ６ の エ ッ ジ に 隣 接 し て 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 前 記 溝 ３ ７ ａ は
、 開 口 部 ３ ６ の エ ッ ジ ３ ６ ｂ を 囲 う よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 前 記 画 素 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る た め の 開 口 部 を 備 え る 絶 縁
膜 は 、 画 素 分 離 膜 、 平 坦 化 膜 及 び 保 護 膜 か ら 選 択 さ れ る 有 機 絶 縁 膜 を 含 み 、 一 層 以 上 の 多
層 膜 を 備 え る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ Ａ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 断 面 図 を 図 示 し た 図 面 で あ る 。 図 ５
Ｂ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 平 面 図 を 図 示 し た 図 面 で あ る 。 図 ５ Ａ は 、
図 ５ Ｂ の Ｖ Ａ － Ｖ Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ り 、 図 ５ Ｂ の 複 数 の 画 素 電 極 の う ち １ つ の 画 素
電 極 に つ い て 図 示 し た 図 面 で あ る 。 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ は 、 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の う ち 下 部 電 極 の ア ノ
ー ド 電 極 と 前 記 ア ノ ー ド 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る 開 口 部 を 備 え る 絶 縁 膜 に 限 定 し て 図 示
し た 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ５ Ａ 及 び 図 ５ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 基 板 ３ １ 上 に 画 素 電 極 と し て ア ノ ー ド 電 極 ３ ３ が 形 成
さ れ 、 前 記 ア ノ ー ド 電 極 ３ ３ の エ ッ ジ 部 分 を 囲 う よ う に 開 口 部 ３ ６ を 備 え る 絶 縁 膜 ３ ５ が
形 成 さ れ る 。 前 記 絶 縁 膜 ３ ５ は 、 そ の 表 面 に 溝 ３ ７ ｂ を 備 え る 。 前 記 絶 縁 膜 ３ ５ の 表 面 の
う ち 開 口 部 ３ ６ の エ ッ ジ ３ ６ ｂ に 隣 接 し た 部 分 を 除 外 し た 全 表 面 に わ た っ て 形 成 さ れ る 溝
３ ７ ｂ を 備 え る 。 こ こ で 、 開 口 部 ３ ６ の エ ッ ジ と い う の は 、 絶 縁 膜 ３ ５ の 上 面 の 開 口 部 エ
ッ ジ ３ ６ ｂ を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の と き 、 絶 縁 膜 ３ ５ の 表 面 内 の パ ー チ ク ル が 開 口 部 ３ ６ 内 に 移 動 す る こ と を 防 止 す る
た め に 、 絶 縁 膜 ３ ５ の 表 面 の う ち 開 口 部 ３ ６ の エ ッ ジ ３ ６ ｂ に 隣 接 し た 部 分 が 他 の 部 分 と
段 差 を な す よ う に 陰 刻 パ タ ー ン ３ ７ ｂ に よ り 形 成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 前 記 画 素 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る た め の 開 口 部 を 備 え る 絶 縁
膜 は 、 画 素 分 離 膜 、 平 坦 化 膜 及 び 保 護 膜 か ら 選 択 さ れ る 有 機 絶 縁 膜 を 含 み 、 一 層 以 上 の 多
層 膜 を 備 え る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 ３ 及 び 第 ４ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 画 素 電 極 の エ ッ ジ 部 分 を 囲 う よ う に 開 口 部 を
備 え る 絶 縁 膜 の 表 面 に 溝 状 の 陰 刻 パ タ ー ン を 備 え て 絶 縁 膜 上 の パ ー チ ク ル を 吸 着 さ せ る こ
と に よ り 、 基 板 移 送 中 ま た は 蒸 着 マ ス ク と の ア ラ イ ン メ ン ト 時 に 、 絶 縁 膜 上 の パ ー チ ク ル
３ ９ が 開 口 部 内 の 画 素 電 極 に 移 動 す る こ と を 防 止 す る 。 こ れ に よ り 、 後 続 工 程 で 形 成 さ れ
る 有 機 膜 層 と 画 素 電 極 と の 界 面 特 性 が 改 善 さ れ 、 暗 点 の よ う な 不 良 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ３ 及 び 第 ４ 実 施 形 態 は 、 絶 縁 膜 の 表 面 に 溝 を 形 成 し 、 パ ー チ ク ル が 画 素 電 極
の 表 面 に 移 動 す る こ と を 防 止 す る も の を 例 示 し た が 、 溝 状 で な く 絶 縁 膜 の 表 面 の う ち エ ッ
ジ 部 分 に 近 接 し た 部 分 よ り 残 り の 部 分 が さ ら に 低 い 段 差 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ る 陰 刻 パ
タ ー ン も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ６ Ａ な い し 図 ６ Ｃ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 適 用 し た 前 面 発 光 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 製 造 方
法 を 説 明 す る た め の 工 程 断 面 図 を 図 示 し た 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ６ Ａ を 参 照 す れ ば 、 基 板 １ ０ ０ 上 に バ ッ フ ァ 層 １ １ ０ が 形 成 さ れ 、 前 記 バ ッ フ ァ 層 １
１ ０ 上 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ３ ０ を 形 成 す る 。 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ３ ０ は 、 一 般 的 な
薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 形 成 す る 方 法 に よ り 製 造 さ れ 、 前 記 バ ッ フ ァ 層 １ １ ０ 上 に 形 成 さ れ た
半 導 体 層 １ ３ １ 、 ゲ ー ト １ ３ ２ 及 び ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 １ ３ ４ ， １ ３ ５ を 備 え る 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 半 導 体 層 １ ３ １ は 、 ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 領 域 （ 図 示 せ ず ） を 備 え 、 前 記 ソ ー ス 及 び
ド レ イ ン 電 極 １ ３ ４ ， １ ３ ５ は 、 絶 縁 膜 １ ２ ０ に 形 成 さ れ た そ れ ぞ れ の コ ン タ ク ト ホ ー ル
を 介 し て 前 記 半 導 体 層 １ ３ １ の ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 領 域 に 連 結 さ れ る 。 前 記 半 導 体 層 １ ３
１ と ゲ ー ト 電 極 １ ３ ２ 、 及 び ゲ ー ト 電 極 １ ３ ２ と ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 １ ３ ４ ， １ ３ ５
間 に は 、 絶 縁 膜 １ ２ ０ が 介 在 さ れ て い る 。 前 記 絶 縁 膜 １ ２ ０ は 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 及 び 層 間 絶
縁 膜 な ど を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 絶 縁 膜 １ ２ ０ 上 に 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ３ ０ の ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 １ ３ ４
， １ ３ ５ の う ち １ つ の 電 極 、 例 え ば ド レ イ ン 電 極 １ ３ ５ を 露 出 さ せ る ビ ア ホ ー ル を 備 え る
保 護 膜 （ 第 １ 絶 縁 膜 ） １ ４ ０ が 形 成 さ れ る 。 前 記 保 護 膜 １ ４ ０ 上 に 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス
タ １ ３ ０ の ド レ イ ン 電 極 １ ３ ５ を 露 出 さ せ る ビ ア ホ ー ル １ ５ ５ を 備 え る 平 坦 化 膜 １ ５ ０ が
形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 記 平 坦 化 膜 １ ５ ０ 上 に 、 前 記 ビ ア ホ ー ル １ ５ ５ を 介 し て 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ １ ３ ０
の ド レ イ ン 電 極 １ ３ ５ に 連 結 さ れ る 有 機 電 界 発 光 素 子 の 下 部 電 極 １ ６ ０ が 形 成 さ れ る 。 前
記 下 部 電 極 １ ６ ０ は 、 画 素 電 極 と し て の ア ノ ー ド 電 極 と し て 作 用 す る 。 本 発 明 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ
は 、 前 面 発 光 構 造 を 有 す る の で 、 前 記 下 部 電 極 １ ６ ０ は 、 反 射 電 極 を 備 え る 。 従 っ て 、 前
記 画 素 電 極 １ ６ ０ の 下 部 に は 、 反 射 膜 （ 図 示 せ ず ） が 形 成 さ れ 、 前 記 画 素 電 極 １ ６ ０ は 、
透 明 電 極 物 質 を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 前 記 画 素 電 極 １ ６ ０ が 形 成 さ れ た 平 坦 化 膜 １ ５ ０ 上 に 、 画 素 分 離 膜 （ 第 ２ 絶 縁 膜 ） １ ７
０ 、 例 え ば ポ リ イ ミ ド 系 有 機 膜 ま た は ア ク リ ル 系 有 機 膜 の よ う な 有 機 絶 縁 膜 を 基 板 上 に 蒸
着 し た 後 、 一 般 的 な 写 真 エ ッ チ ン グ 工 程 を 介 し て 前 記 画 素 電 極 １ ６ ０ の 一 部 分 が 露 出 さ れ
る よ う に エ ッ チ ン グ し 、 開 口 部 １ ７ ５ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ６ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 前 記 画 素 分 離 膜 １ ７ ０ の 表 面 に 凹 凸 １ ７ ７ を 形 成 す る 。 前 記 画 素
分 離 膜 １ ７ ０ に 凹 凸 １ ７ ７ を 形 成 す る 方 法 は 、 画 素 分 離 膜 の 表 面 を ス ク ラ ッ チ す る か 、 ま
た は ブ ラ ッ シ ン グ し て 形 成 す る 。 前 記 凹 凸 １ ７ ７ は 、 開 口 部 エ ッ ジ １ ７ ５ ａ に 隣 接 し て 形
成 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ６ Ｃ を 参 照 す れ ば 、 前 記 画 素 分 離 膜 １ ７ ０ の 開 口 部 １ ７ ５ に よ り 露 出 さ れ た ア ノ ー ド
電 極 １ ６ ０ 上 に 、 有 機 膜 層 １ ８ ０ を 形 成 す る 。 基 板 上 に 、 カ ソ ー ド 電 極 １ ９ ０ が 形 成 さ れ
る 。 前 記 有 機 膜 層 １ ８ ０ は 、 正 孔 注 入 層 、 正 孔 輸 送 層 、 発 光 層 、 電 子 輸 送 層 、 電 子 注 入 層
及 び 正 孔 抑 制 層 か ら 選 択 さ れ る 一 つ 以 上 の 有 機 膜 を 備 え る 。 前 記 カ ソ ー ド 電 極 １ ９ ０ は 、
透 過 電 極 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ６ Ａ な い し 図 ６ Ｃ に 図 示 さ れ た Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 製 造 方 法 は 、 第 １ 実 施 形 態 を 適 用 し た 前 面
発 光 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に つ い て 説 明 し た が 、 そ れ に 限 定 さ れ ず に 、 第 ２ 実 施 形 態 な い し 第 ４ 実 施
形 態 に も 適 用 す る こ と も 可 能 な だ け で は な く 、 他 の 形 態 の 前 面 発 光 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に も 適 用 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ７ Ａ な い し 図 ７ Ｃ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 背 面 発 光 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 製 造 方 法 を
説 明 す る た め の 工 程 断 面 図 を 図 示 し た 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ７ Ａ を 参 照 す れ ば 、 基 板 ２ ０ ０ 上 に バ ッ フ ァ 層 ２ １ ０ が 形 成 さ れ 、 前 記 バ ッ フ ァ 層 ２
１ ０ 上 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ ０ を 形 成 す る 。 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ ０ は 、 半 導 体 層
２ ３ １ 、 ゲ ー ト ２ ３ ２ 、 及 び ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 ２ ３ ４ ， ２ ３ ５ を 備 え る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 前 記 半 導 体 層 ２ ３ １ は 、 ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 領 域 （ 図 示 せ ず ） を 備 え 、 前 記 ソ ー ス 及 び
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ド レ イ ン 電 極 ２ ３ ４ ， ２ ３ ５ は 、 絶 縁 膜 ２ ２ ０ に 形 成 さ れ た そ れ ぞ れ の コ ン タ ク ト ホ ー ル
を 介 し て 前 記 半 導 体 層 ２ ３ １ の ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 領 域 に 連 結 さ れ る 。 前 記 半 導 体 層 ２ ３
１ と ゲ ー ト 電 極 ２ ３ ２ 、 及 び ゲ ー ト 電 極 ２ ３ ２ と ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 ２ ３ ４ ， ２ ３ ５
間 に は 、 絶 縁 膜 ２ ２ ０ が 介 在 さ れ て い る 。 前 記 絶 縁 膜 ２ ２ ０ は 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 及 び 層 間 絶
縁 膜 な ど を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 前 記 絶 縁 膜 ２ ２ ０ 上 に 、 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ ０ の ソ ー ス 及 び ド レ イ ン 電 極 ２ ３ ４
， ２ ３ ５ の う ち １ つ の 電 極 、 例 え ば ド レ イ ン 電 極 ２ ３ ５ を 露 出 さ せ る ビ ア ホ ー ル ２ ４ ５ を
備 え る 保 護 膜 ２ ４ ０ （ 第 １ 絶 縁 膜 ） が 形 成 さ れ る 。 前 記 保 護 膜 ２ ４ ０ 上 に 、 前 記 ビ ア ホ ー
ル ２ ４ ５ を 介 し て 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ ３ ０ の ド レ イ ン 電 極 ２ ３ ５ に 連 結 さ れ る 有 機 電
界 発 光 素 子 の 下 部 電 極 ２ ６ ０ が 形 成 さ れ る 。 前 記 下 部 電 極 ２ ６ ０ は 、 画 素 電 極 と し て の ア
ノ ー ド 電 極 と し て 作 用 す る 。 本 発 明 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 背 面 発 光 構 造 を 有 す る の で 、 前 記 画 素
電 極 ２ ６ ０ は 、 透 過 電 極 を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 前 記 画 素 電 極 ２ ６ ０ が 形 成 さ れ た 保 護 膜 ２ ４ ０ 上 に 、 画 素 分 離 膜 の た め の 絶 縁 膜 （ 第 ２
絶 縁 膜 ） ２ ７ ０ 、 例 え ば ポ リ イ ミ ド 系 有 機 膜 ま た は ア ク リ ル 系 有 機 膜 の よ う な 有 機 絶 縁 膜
を 基 板 上 に 蒸 着 し た 後 、 一 般 的 な 写 真 エ ッ チ ン グ 工 程 を 介 し て 前 記 画 素 電 極 ２ ６ ０ の 一 部
分 が 露 出 さ れ る よ う に エ ッ チ ン グ し 、 開 口 部 ２ ７ ５ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ７ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 前 記 画 素 分 離 膜 ２ ７ ０ の 表 面 に 溝 ２ ７ ７ を 形 成 す る 。 前 記 溝 ２ ７
７ は 、 画 素 分 離 膜 ２ ７ ０ の 表 面 の う ち 、 エ ッ ジ 部 分 ２ ７ ５ ａ に 隣 接 し た 部 分 に 陰 刻 状 に 形
成 す る 。 前 記 溝 ２ ７ ７ は 、 ス ク ラ ッ チ 法 ま た は ブ ラ ッ シ ン グ 法 を 利 用 し て 形 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 前 記 画 素 分 離 膜 ２ ７ ０ に 溝 ２ ７ ７ を 形 成 す る 方 法 は 、 画 素 分 離 膜 ２ ７ ０ に 第 １ マ
ス ク （ 図 示 せ ず ） を 利 用 し た 写 真 エ ッ チ ン グ 法 で 開 口 部 ２ ７ ５ を 形 成 し た 後 、 第 ２ マ ス ク
（ 図 示 せ ず ） を 利 用 し た 写 真 エ ッ チ ン グ 法 で 溝 ２ ７ ７ を 形 成 で き る 。 ま た 、 画 素 分 離 膜 ２
７ ０ を ハ ー フ ト ー ン マ ス ク （ 図 示 せ ず ） を 利 用 し た 写 真 エ ッ チ ン グ 法 で エ ッ チ ン グ し て 開
口 部 ２ ７ ５ と 溝 ２ ７ ７ と を 同 時 に 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ７ Ｃ を 参 照 す れ ば 、 前 記 画 素 分 離 膜 ２ ７ ０ の 開 口 部 ２ ７ ５ に よ り 露 出 さ れ た ア ノ ー ド
電 極 ２ ６ ０ 上 に 、 有 機 膜 層 ２ ８ ０ を 形 成 す る 。 基 板 上 に 、 カ ソ ー ド 電 極 ２ ９ ０ が 形 成 さ れ
る 。 前 記 カ ソ ー ド 電 極 は 、 不 透 明 電 極 を 含 む 。 前 記 有 機 膜 層 ２ ８ ０ は 、 正 孔 注 入 層 、 正 孔
輸 送 層 、 発 光 層 、 電 子 輸 送 層 、 電 子 注 入 層 及 び 正 孔 抑 制 層 か ら 選 択 さ れ る 一 つ 以 上 の 有 機
膜 を 備 え る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ７ Ａ な い し 図 ７ Ｃ に 図 示 さ れ た Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 製 造 方 法 は 、 第 ３ 実 施 形 態 を 適 用 し た 背 面
発 光 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に つ い て 説 明 し た が 、 そ れ に 限 定 さ れ ず に 、 第 １ 及 び 第 ２ 実 施 形 態 そ し て
第 ４ 実 施 形 態 に 適 用 す る こ と も 可 能 な だ け で は な く 、 他 の 形 態 の 背 面 発 光 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に も
適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 画 素 電 極 の 一 部 分 を 露 出 さ せ る 画 素 分 離 膜 に 凹 凸 ま た は 溝 を 形
成 す る こ と を 例 示 し た が 、 そ れ ら に 必 ず し も 限 定 さ れ る も の で は な く 、 画 素 電 極 の エ ッ ジ
部 分 を 囲 う よ う に 形 成 さ れ る 平 坦 化 膜 ま た は 保 護 膜 に 凹 凸 ま た は 溝 を 形 成 す る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の
製 造 方 法 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 背 面 及 び 前 面 発 光 構 造 を 有 す る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に つ い て 例 示 し た が 、 両
面 発 光 型 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に も 適 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 有 機 電 界 発 光 素 子 を
駆 動 す る 駆 動 素 子 と し て 一 般 的 な 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 例 示 し た が 、 有 機 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
の よ う な 多 様 な 素 子 も 利 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 以 上 、 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 を 参 照 し て 説 明 し た が 、 当 該 技 術 分 野 の 当 業 者 は 、 特
許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 思 想 及 び 領 域 か ら 外 れ な い 範 囲 内 で 本 発 明 を 多 様 に 修
正 及 び 変 更 さ せ る こ と が で き る と い う こ と を 理 解 で き る で あ ろ う 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 関 連 の 技 術 分 野 で 効 果 的 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 従 来 の Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に お い て 、 画 素 電 極 に つ い て の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に お い て 、 画 素 電 極 に つ い て の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に お い て 、 画 素 電 極 に つ い て の 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に お い て 、 画 素 電 極 に つ い て の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に お い て 、 画 素 電 極 に つ い て の 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に お い て 、 画 素 電 極 に つ い て の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に お い て 、 画 素 電 極 に つ い て の 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に お い て 、 画 素 電 極 に つ い て の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に お い て 、 画 素 電 極 に つ い て の 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 適 用 し た Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 工 程 断
面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 適 用 し た Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 工 程 断
面 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｃ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 適 用 し た Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 工 程 断
面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 適 用 し た Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 工 程 断
面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 適 用 し た Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 工 程 断
面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｃ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 適 用 し た Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 工 程 断
面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 １ １ ， ２ １ ， ３ １ … 基 板
　 １ ３ … 画 素 電 極
　 ２ ３ ， ３ ３ … ア ノ ー ド 電 極 （ 下 部 電 極 ）
　 １ ５ ， ２ ５ ， ３ ５ … 絶 縁 膜
　 ２ ５ ａ … 絶 縁 膜 表 面 で の 一 部 分
　 １ ６ ， ２ ６ ， ３ ６ … 開 口 部
　 ２ ６ ａ … 開 口 部 の 側 面
　 ２ ６ ｂ ， ３ ６ ｂ … 開 口 部 の エ ッ ジ
　 ２ ７ ａ ， ２ ７ ｂ … 凸 凹
　 １ ９ ， ２ ９ ， ３ ９ … パ ー チ ク ル
　 ３ ７ ａ ， ３ ７ ｂ … 溝 （ 陰 刻 パ タ ー ン ）
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　 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ … 基 板
　 １ １ ０ ， ２ １ ０ … バ ッ フ ァ 層
　 １ ２ ０ ， ２ ２ ０ … 絶 縁 膜
　 １ ３ ０ ， ２ ３ ０ … 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
　 １ ３ １ ， ２ ３ １ … 半 導 体 層
　 １ ３ ２ ， ２ ３ ２ … ゲ ー ト 電 極
　 １ ３ ４ ， ２ ３ ４ … ソ ー ス 電 極
　 １ ３ ５ ， ２ ３ ５ … ド レ イ ン 電 極
　 １ ４ ０ ， ２ ４ ０ … 保 護 膜 （ 第 １ 絶 縁 膜 ）
　 １ ５ ０ … 平 坦 化 膜
　 １ ５ ５ ， ２ ４ ５ … ビ ア ホ ー ル
　 １ ６ ０ ， ２ ６ ０ … ア ノ ー ド 電 極 （ 下 部 電 極 、 画 素 電 極 ）
　 １ ７ ０ ， ２ ７ ０ … 画 素 分 離 膜 （ 第 ２ 絶 縁 膜 ）
　 １ ７ ５ ， ２ ７ ５ … 開 口 部
　 １ ７ ５ ａ ， ２ ７ ５ ａ … 開 口 部 エ ッ ジ
　 １ ７ ７ … 凹 凸
　 １ ８ ０ ， ２ ８ ０ … 有 機 膜 層
　 １ ９ ０ ， ２ ９ ０ … カ ソ ー ド 電 極 （ 上 部 電 極 ）
　 ２ ７ ７ … 溝
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【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ３ Ａ 】

(11) JP 2006-140145 A 2006.6.1



【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

【 図 ５ Ａ 】

【 図 ５ Ｂ 】

【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ６ Ｃ 】
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【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ７ Ｃ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够通过在围绕像素电极的边缘部分的绝缘膜
的表面中形成凹凸或凹槽来防止绝缘膜上的颗粒产生暗点的有机电致发
光显示装置。 ŽSOLUTION：有机电致发光显示装置包括形成在基板100
上的下电极160，绝缘膜170具有适于暴露下电极160的一部分的开口
175，形成在下电极160上的有机层180通过开口暴露如图175所示，形成
在基板100上的上电极190，其中绝缘膜170在其表面上包括凹槽或凹凸
177。凹槽或凹凸177形成在绝缘膜170的表面内与开口175的边缘175a
相邻的部分处，或形成在整个表面上，不包括与开口175的边缘175a相
邻的部分;形成一个或多个凹槽177;通过刮擦或刷涂绝缘膜的表面或通过
将绝缘膜170蚀刻到固定的厚度而形成。 Ž
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